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                                                                   平成 24 年４月９日 

各    位 

                                              上 場 会 社 名  丸 東 産 業 株 式 会 社               

                                                代 表 者 氏 名 代表取締役社長  椛 島 光 政 

                                        （コード番号      ７ ８ ９ ４ ）  

                                          問合せ先責任者 取締役総務本部長 瀧 山 浩 二 

                                                 （ＴＥＬ ０９４２－７３－３８４５） 

 

平成 24 年２月期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

平成 24 年１月 10 日に公表いたしました平成 24 年２月期(平成 23 年３月１日～平成 24 年２月 29 日)の業

績予想と実績に差異が生じましたので、お知らせいたします。 

記 

１． 平成 24 年２月期業績予想と実績との差異 

（１）連結 

                                                                   (単位:百万円、％) 

 
売上高 営業利益 経常利益 

当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 13,700 215 220 135 8 円 50 銭 

実 績 値 ( Ｂ ) 14,145 237 269 206 13 円 01 銭 

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) 445 22 49 71 － 

増 減 率 ( ％ ) 3.2 10.2 22.3 52.6 － 

(ご参考)           

前期実績（平成 23 年２月期） 
13,391 197 204 204 12 円 86 銭 

 

（２）個別 

                                                                         (単位:百万円、％) 

 
売上高 経常利益 

当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 13,343 200 120 7 円 56 銭 

実 績 値 （ Ｂ ） 13,821 264 206 13 円 01 銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 478 64 86 － 

増 減 率 （ ％ ） 3.6  32.0 71.7 － 

(ご参考) 

前期実績（平成 23 年２月期） 
13,042 187 193 12 円 21 銭 

 

２．差異の理由  

   当連結会計年度は厳しい環境の中、海外製品の伸びや特徴のある製品の増加により、売上を伸ばすこ

とができ、加えて生産の効率化、経費削減及び原材料値上の一部を製品価格に反映させ、コスト高を吸

収することができたことによって、経常利益及び当期純利益が予想を上回りました。なお、当期におい

て監査委員会報告第 66 号「繰延税金資産の回収可能性の判断に関する取扱い」における会社区分の見直

しを行いました。 
以 上 

y-nishi
財務会計


